
平成　　年　　月　　日

地域における下水道の総合的な推進（防災・安全）

平成25年度　～　平成28年度　（4年間） 町田市

・下水道の整備を行い、安全・安心、快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

・重要な管きょのうち汚水幹線の地震対策実施率を51.8％から52.4％に増加させる。
・避難所にﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚを整備し、整備率を22.0％に増加させる。
・管きょの長寿命化対策を実施し、対策実施率を2.4％に増加させる。
・成瀬クリーンセンター,鶴見川クリーンセンター及び鶴川ポンプ場における標準耐用年数を経過した設備について、100％改築する。

（H25当初） （H27末） （H28末）
重要な管渠のうちの汚水幹線地震対策実施率 計画 51.8 ％ 52.1 ％ 52.4 ％
　耐震化または減災対策が行われている汚水幹線延長（km）／汚水幹線総延長（106.48km） 実施 51.8 ％ 77.5 ％ 90.1 ％

避難所へのﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ整備率 計画 0.0 ％ 14.0 ％ 22.0 ％
　ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ整備箇所/避難所（71箇所） 実施 0.0 ％ 14.0 ％ 22.0 ％

長寿命化対策実施率 計画 0.0 ％ 0.0 ％ 2.4 ％
　長寿命化対策済みの処理分区／処理分区（41処理分区） 実施 0.0 ％ 0.0 ％ 0.0 ％

処理場の改築率 計画 0 ％ 58 ％ 100 ％
　改築設備完了箇所　/　H28年度末までの改築設備完了予定箇所　（中分類箇所） 実施 0 ％ 50 ％ 91 ％

.
計画

実績

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

町田市公式ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　下水道事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路

種別 種別 対象 間接 種別 H25 H26 H27 H28

 鶴川処理区 計画 計画 実施

1-A1-1 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 278 107 長寿命化支援制度

1-A1-2 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 665 108 長寿命化支援制度

1-A1-3 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 85 0 長寿命化支援制度

1-A1-4 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 12 10 長寿命化支援制度

1-A1-5 下水道 一般 町田市 直接 - ポンプ場 改築 町田市 200 175 長寿命化支援制度

小　計 1,240 400

町田処理区 計画 実施 計画 実施

1-A2-1 下水道 一般 町田市 直接 - 汚水･雨水 改築 5.0km 1.5km 町田市 537 207 長寿命化支援制度

0.7km 0.1km 町田市

13箇所 9基 町田市

1-A2-4 下水道 一般 町田市 直接 - 汚水 新設 40.0km 0.0km 町田市 190 0 総合地震計画

1-A2-5 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 3,887 2,117 長寿命化支援制度

1-A2-6 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 140 184 総合地震計画

1-A2-7 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 410 63 長寿命化支援制度

1-A2-8 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 110 0 長寿命化支援制度

1-A2-9 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 40 0 長寿命化支援制度

1-A2-10 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 159 16 総合地震計画

1-A2-11 下水道 一般 町田市 直接 - 処理場 改築 町田市 12 19 長寿命化支援制度

1-A2-12 下水道 一般 町田市 直接 - 汚水･雨水 改築 町田市 55 0 長寿命化支援制度

1-A2-13 下水道 一般 町田市 直接 - 汚水 新設 12箇所 6.0箇所 町田市 120 82 総合地震計画

小　計 6,320 3,030

合 計 7,560 3,430

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28
町田処理区 計画 実施 計画 実施
1-C2-1 下水道 一般 町田市 直接 - 1.0km 0.05km 町田市 100 3 長寿命化支援制度

1-C2-3 下水道 一般 町田市 直接 - 町田市 49 0

1-C2-4 下水道 一般 町田市 直接 - 町田市 8 0

1-C2-5 下水道 一般 町田市 直接 - 町田市 330 198

合 計 487 201

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

町田処理区

1-C2-1 基幹事業(1-A2-1)である面的な下水道管の改築に合わせて、基幹事業に該当しない近接する下水道管の改築を一体的に行うことにより、早期に安全・安心、快適な暮らしを確保することができる。

1-C2-3 基幹事業（1-A2-5）である焼却炉設備更新と合せて行うことにより、設備の設置環境を改善し、設備の信頼性を向上させる。

1-C2-4 基幹事業（1-A2-5）である焼却炉設備更新と合せて行うことにより、汚泥処理設備の信頼性を向上させる。

1-C2-5 基幹事業（1-A2-7）である自家発電設備更新に合せて、設備を地下から地上に移設することで、冠水による被害から設備をまもり、自家発電設備の信頼性を向上させる。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・重要な管きょのうち汚水幹線の地震対策実施率を51.8％から90.1％に増加させ、切迫する巨大地震に対するリスクを低減している。
Ⅰ定量的指標に関連する ・避難所へのマンホールトイレ整備率を0.0％から22.0％に増加させ、避難地、防災拠点としての機能を確保するための対策を推進している。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・管きょの長寿命化対策を実施し、長寿命化対策計画で示す対策延長率（対策実施延長/対策必要延長）は、63.6%となり、予防保全型の対策を推進している。

・処理場における改築率を0.0％から91.7％に増加させ、安定した下水処理運転を実施している。

最終目標値 52.4 %
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 90.1 %

最終目標値 22.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 22.0 %

最終目標値 2.4 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 0.0 %

最終目標値 100.0 %
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 91.0 %

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・重要な管きょの耐震化については、次期計画にて事業継続し、汚水幹線の耐震化を進めるとともに、避難所に接続する枝線の耐震化も進める。
・マンホールトイレの整備については、次期計画にて事業継続し、地域防災計画に定められた避難施設にマンホールトイレの設置を進める。
・管きょの長寿命化については、次期計画にて事業継続し、長寿命化計画で定めた事業を進めると共に、ストックマネジメント計画の中で、次期対象処理分区を抽出し、対策工事を進める。

・処理場の改築については、ストックマネジメント計画に基づき、引き続き老朽化した設備の更新工事を進める。

概ね予定通り実施したが、入札不調による工事着手の遅れにより、1件工事が未完了となっている。

　　定量的指標の定義及び算定式

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（参考）　　社会資本総合整備計画　事後評価書（案）
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

0 百万円
Ｃ

487 百万円 効果促進事業費の割合 6.1%

3,631 百万円 3,430 百万円 0 百万円 201 百万円 Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

8,047 百万円

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

「町田市下水道事業計画評価懇談会設置要綱」に基づき、町田市下水道事業計画評価懇談会を設置し、事後評価
を行う。 公表の方法

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

鶴川ポンプ場（水質保全）

鶴見川ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

鶴見川ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

鶴見川ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全・資源循環）

全体事業費
（百万円）（事業箇所） （延長・面積等）

鶴見川ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（資源循環）

除塵設備等更新

Ａ
7,560 百万円

Ｂ

事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容
市町村名

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全・資源循環）

長寿命化計画策定（原町田処理分区）

ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ整備事業（地震） 避難所

長寿命化調査・計画策定

長寿命化調査・計画策定

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（地震） 沈砂池・水処理棟（池）耐震診断・設計

沈砂池・主ポンプ・送風機設備設計

水処理設備（1系水処理・用水）設計

長寿命化計画策定・工事（小川処理分区、つくし野処理分区） 管渠改築工事　φ200～φ250mm L=

汚水管□2,000,φ1,500mm L=

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

汚水幹線耐震化事業（地震）（耐震診断・耐震工事）

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（資源循環）

成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（地震）

人孔
町田汚水幹線耐震化事業（地震）

汚水管            L=

焼却炉設備更新

管理棟耐震補強

自家発・中央監視設備等更新

耐震化工事とは別途に市単独費で耐震工事、耐震診断を実施し、目標を上回る結果となった。

指標②（避難所
へのﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ整
備率）

指標③（長寿命
化対策実施率）

新築 成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（水質保全）

増設 成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（資源循環）

改築 成瀬ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ（資源循環）

焼却炉棟換気設備

汚泥処理雑排水槽防食

自家発電設備建屋新築

予定とおりに進捗。

１つの処理分区について長寿命化対策を完了する予定であったが、優先すべき処理分区が他にもあり、2つの処理
分区を併せて対策工事を行ったため、1つの処理分区内全ての対策工事が完了しなかった。
なお、長寿命化対策計画で示す対策延長率（対策実施延長/対策必要延長）は、63.6%となった。

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円） 備考
工種

改築 長寿命化計画策定・工事（小川処理分区、つくし野処理分区） 管渠改築工事　φ200mm L=

事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

1-A2-3 下水道 一般 町田市 直接 -

指標④（処理場
の改築率）

汚水 新設

番号

指標①（重要な
管渠のうちの汚
水幹線地震対策
実施率）

660 総合地震計画

定量的指標の現況値及び目標値
備考

汚泥処理設備（濃縮槽・脱臭）更新

水処理設備（1系水処理・用水・消毒）、中央監視設備更新

水処理設備（1系水処理・送風機）設計

長寿命化調査・計画策定

342

事業実施期間（年度）

5.5%

備考

2017年10月12日

施策Ⅲ‐１

施策Ⅱ‐２

施策Ⅱ‐２

施策Ⅰ‐３

施策Ⅲ‐１

施策Ⅱ‐２

施策Ⅰ‐３

施策Ⅱ‐２

施策Ⅲ‐１

施策Ⅱ‐２

施策Ⅲ‐１

効率的・効果的な

維持管理の推進

効率的・効果的な

維持管理の推進

地震対策の推進

地球温暖化対策と

資源の循環利用

地震対策の推進

地震対策の推進

効率的・効果的な

維持管理の推進

地震対策の推進

効率的・効果的な

維持管理の推進

地球温暖化対策と

資源の循環利用

地震対策の推進

第４回町田市下水道事業

計画評価懇談会

２０１７年１０月１２日

資料５
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計画の名称
計画の期間

　　地域における下水道の総合的な推進（防災・安全）
　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

成瀬クリーンセンター

Ｔ

Ｔ

鶴見川クリーンセンター

社会資本総合整備計画
町 田 市
防災・安全

1-A2-1 長寿命化計画策定・工事

1-C2-1 長寿命化計画策定・工事

1-A2-3 町田汚水幹線耐震化事業（地震）

1-A1-2 水処理設備（1系水処理・用水・消毒）、中央監視設備更新

1-A1-3 水処理設備（1系水処理・送風機）設計
1-A1-4 長寿命化調査・計画策定

1-A1-5 除塵設備等更新

1-A2-5 焼却炉設備更新

1-A2-6 管理棟耐震補強

1-A2-7 自家発・中央監視設備等更新
1-A2-8 沈砂池・主ポンプ・送風機設備設計

1-A2-9 水処理設備（1系水処理・用水）設計

1-A2-10 沈砂池・水処理棟（池）耐震診断・設計

1-C2-3 焼却炉棟換気設備

1-C2-4 汚泥処理雑排水槽防食等

1-C2-5 自家発電設備建屋新築

1-A2-12 長寿命化調査・計画策定

1-A1-1 汚泥処理設備（濃縮槽・脱臭）更新

1-A2-11 長寿命化調査・計画策定

相原駅

多摩境駅

鶴川駅

玉川学園前駅

町田駅

成瀬駅

つくし野駅

すずかけ台駅

南町田駅

恩田川

境川

鶴見川

境川

境川

町田市役所

処理場

凡　　　　　　例

H25年度～H28年度整備箇所
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計画の名称 　　地域における下水道の総合的な推進（防災・安全）
計画の期間 　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

1-A2-4 汚水幹線耐震診断（地震）

相原駅

多摩境駅

鶴川駅

玉川学園前駅

町田駅

成瀬駅

つくし野駅

すずかけ台駅

南町田駅

恩田川

恩田川

境川

鶴見川クリーンセンター

成瀬クリーンセンター

S0067
タイプライターテキスト
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計画の名称 　　地域における下水道の総合的な推進（防災・安全）
計画の期間 　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

1-A2-13 ﾏﾝﾎｰﾙﾄｲﾚ整備事業（地震）

相原駅

多摩境駅

鶴川駅

玉川学園前駅

町田駅

成瀬駅

つくし野駅

すずかけ台駅

南町田駅

恩田川

鶴見川

境川

鶴見川クリーンセンター

成瀬クリーンセンター

境川

H25年度～H28年度整備箇所

凡　　　　　　例
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計画の名称 　　地域における総合的な下水道の推進（防災・安全）
計画の期間 　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

鶴見川クリーンセンター

1-A1-4
長寿命化計画策定

1-A1-1
汚泥処理設備（濃縮槽・脱臭）更新

1-A1-2
水処理設備（1系水処理・用水・消毒）、
中央監視設備更新

1-A1-3
1系水処理・送風機設備設計

S0067
タイプライターテキスト
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計画の名称 　　地域における総合的な下水道の推進（防災・安全）
計画の期間 　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

鶴見川

麻生川

1:250

一 般 平 面 図
縮尺

町田市鶴川ポンプ場

一般平面図 1／250

Z101

日本下水道事業団設計管理

施 設 名

検収年月

図面名称

受託業者

平成    年   月

図面番号

図面種別ｺｰﾄﾞ

業務委託番号

縮尺

1-A1-5
除塵設備等更新

鶴川ポンプ場

S0067
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計画の名称 　　地域における総合的な下水道の推進（防災・安全）
計画の期間 　　平成25年度～平成28年度（4年間） 交付対象 町田市

長 長
部 課

一 般 平 面 図

町田市南成瀬八丁目1番地1

縮尺 1:500

処　理　方　式

担体投入型ステップ流入式嫌気－無酸素－好気法＋砂ろ過

濃縮 → 脱水 → 焼却（建設資材に再利用）

計画汚水量（日最大）

126,000 ｍ/日

水 処 理

汚泥処理

全　　体

認　　可

3

111,000 ｍ/日
3 分流式

図面番号

町 田 市 下 水 道 部

町田市公共下水道事業

町 田 下 水 処 理 場

一 般 平 面 図

作製年月

縮　　尺

平成   年  月

1:500

図面名称

事 業 名

恩 田 川

小
川
都
市
下
水
路

成瀬クリーンセンター

新館1-A2-6
管理棟耐震補強

1-A2-7
自家発・中央監視設備等更新

1-A2-5
焼却炉設備 更新

1-C2-3
焼却炉棟換気設備増設

自家
発電
機棟

1-C2-5
自家発電設備建屋新築

1-A2-10
沈砂池・水処理棟（池）・耐震診断・設計

1-A2-11
長寿命化計画・計画策定

1-A2-9
1系水処理・用水設備設計

1-A2-8
沈砂池・主ポンプ・送
風機設備設計

1-C2-4
汚泥処理雑排水槽防食

S0067
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